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毎
日

、

多
量
に
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

一
般

廃
棄
物
は

、

い
わ
ゆ
る

よ

」
み
問
題
H
と
し
て

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

。

最
終
処

分
場
で
の
処
理
能
力
に
も
限
界
が
あ
る
と
と
も

に
、
一
般
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
約
一

O
%
に
と
ど
ま

っ

て
い
る
た
め

、

一
般
廃
棄
物

の
排
出
量
の
低
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
急

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
う
し
た
状
況
か

ら
平
成
九
年
四
月
に

H

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
μ
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
を
は
か
る
う
え
で
も

最
も
有
効
な
の
は
、
ま
ず
廃
棄
物
の
発
生
を
で

き
る
だ
け
抑
え
る
こ
と
で
す

。

廃
棄
物
と
し
て

の
排
出
し
た
も
の
を

よ
」
み
H
に
す
る
の
で
は

な
く

、

再
利
用
で
き
る
資
源
と
す
る
こ
と
で
す

。

川
内
町
も
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
考
え

を
実
践
す
る
た
め
四
月
よ
り

、

住
民
の
方
に
ご

み
を
よ
り
細
か
く
分
け
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

四
月
か
ら
の
ご
み
の
分
別
収
集
形
態
を
現

在
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

。

-・E
-
も
え
る
ご
み

従
来
ど
お
り
一
週
間
に
二
回
、

指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
の
午
前
八
時
ま
で
に
、

決
め
ら
れ
た

ご

み
集
積
場
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
燃
や
さ
な

一
い
目
的
で

細
か
く
分
け
て
い
た
だ

一き
ま

す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

一一
回
も
や
さ
な
い
ご
み

一
一
力
月
に
一
回
、
透
明
文
は
半

一
透
明
の
袋
(
中
身
が
見
え
る
ス
|

一
パ
l

の
袋
で
も
可
)
で
出
し
て
く

一
だ
さ
い。

一
※
収
集
品
目

一
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
色

・柄
付
き

ト
レ
イ

、

ビ
デ
オ

・

カ
セ
ッ
ト

一
テ
l

プ
、
小
型
の
お
も
ち

ゃ
等

一・
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル

一
一
力
月
に
一
回
、
ご
み
集
積
場

一
の
専
用
ネ
ッ
ト
に
入
れ
出
し
て
く

一
だ
さ
い。

一
材
質
表
示
さ
れ

た
も
の
の
み
対

一
象
と
な
り

、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中

一
を
す
す
ぎ

、

フ
タ
は
外
し
て
出
し

一
て
く
だ
さ
い
。

一-
ト
レ
イ

一
一
力
月
に
一
回
、
ご
み
集
積
場

一
の
専
用
ネ
ッ
ト
に
入
れ
て
出
し
て

一
く
だ
さ
い。

一
ト

レ
イ
は
洗

っ
て
、
乾
か
し
出

広報かわうち
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一
の
専
用
コ
ン
テ
ナ
へ
入
れ
て
く
だ

一
さ
い
。

一

ス
プ
レ
ー

缶
は
、
必
ず
穴
を
あ

一
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い

。

乾
電
池

一
は
透
明
の
袋
へ
入
れ
て
出
し
て
く

一
だ
さ
い。

二
カ
月
に
一
回
、
有
資
源
回
収

一

集
積
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ヒ
モ
で
縛

一・
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
、
せ
と
も
の
類

っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

。
一

色
別
の
札
を
掛
け
た
専
用
コ
ン

収
集
品
目
で
牛
乳
パ
ッ
ク

、

ジ

一テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い。

ユ
ー

ス
、
酒
類
の
紙
製
パ
ァ
ク

-

一

色
別
に
び
ん
を
再
生
し
ま
す
の

類
・
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
(
菓
一
一
で
お
手
数
で
す
が

、

色
別
に
専
用

子
箱

・

包
装
紙
等
)
を
追
加

し
ま
一
コ
ン
テ
ナ
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い

。

し
た
の
で

、

そ
れ
ぞ
れ
分

け
て
出

一ピ
ン
の
フ
タ
(
キ
ャ
ッ
プ
)
を
外
し、

し
て
く
だ
さ
い

。

生
ピ
ン
(

一
升

一
中
を
す
す
い
で
く
だ
さ
い。
金
属

び
ん

、

ピ
l

ル

び
ん
)
は

、

従
来

一製
の
フ
タ
は
、
「
金
物
類

」
の
日

ど
お
り
有
資
源
の
日
に
収
集
し
ま
一
に
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
は
「
も
え

す
。

び
ん

・

ガ
ラ
ス
の

日

に
は

収
一
な
い
ご
み
」
の
日
に

、

陶
器

・
ガ

集
し
ま

せ
ん
。

一
ラ
ス
板
等
は
再
生
で
き
ま
せ
ん
の

一
で
従
来
ど
お
り
スー
パ
ー

の
袋
等

・
粗
大
ご
み

一
へ
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い。

二
力
月
に
一
回
、
粗
大
ご
み
集

一
毎
時
持
母
時

W
6
6

d

積
場
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

容
器
包
装
廃
棄
物
の
減
量

化
や

有
資
源
類
は
、
こ
の
日
に
は
出
一

色
、

J

-
o

一
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
は

、

社
会
全

さ
な
い

よ

う
お
願
し
し
ま
す

一一
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
効
果
が

一
上
が
り
ま
せ
ん
。

効
果
的
な
リ
サ

・
金
物
・
空
き
缶
・
電
池
類一イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め

一
力
月
に
一
回
、
ご
み
集
積
場

一
に
は
「
消
費
者
が
分
別
排
出
」
し
、

し
て
く
だ
さ
い

。

白
色
食
品
ト
レ

イ
の
み
が
収
集
対
象
と
な
り
、
色
・

柄
付
ト
レ
イ
は
、
「
も
や
さ
な
い

ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
資
源
ご
み

今春でとごとが違う
-・~:s.EI:語ド主;ヨーー・・-~:s.EI:i ‘ Eヨ~・
もえるごみ

もやさないごみ

ベットボトル
トレイ

細かく分けて出して
いただきます。

もえるごみ

無色のびん
茶色のびん
その他のびん
陶器、蛍光灯、ガラス板等

~r金物・空き缶類

古着・古布

故
新聞紙・雑誌・広告
段ボール

紙 牛乳パック類
その他紙製容器(菓子箱)

一升びん・ビールびん

収集晶目を増やしました。

ー陣

歩|粗大ごみ
従来どおり

ぬ

色別にびんをリサイクル
しますので分けて出して
いただきます。

びん・ガラス
せともの類

従来どおり
金物・空き缶類

資源ごみ

粗大ごみ

一
「
町
が
分
別
収
集
」
し
、
「
事
業
者

一
し
た
分

別
排
出
に
努
め
る
と
と
も

一
人
ご
と
と
せ
ず
、
自
ら
の
問
題
と

一
が
リ
サ
イ
ク
ル
」
す
る
と
い
う
こ
一に

、

再
生
商
品
の
購
入

、
リ

タ
l

一
し
て
と
ら
え
、
積
極
的
に
リ
サ
イ

一
と
が
大
切
で
す

。

一
ナ
ブ
ル
容
器
や
簡
易
な
包
装
の
商
一
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

一
消
費
者
の
役
割
と
し
て
、町
の

一
品
の
選
択
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
一
な
お
、
詳
し
い
内
容
等
は
次
の

一
定
め
る
分
別
収
集
に
従
っ
て
徹
底一
ま

せ
ん
。

ま

た
、
ご
み
問
題
を
他

一
広
報
に
掲
載
し
ま

す
。

広報かわうち



国
保
の
被
保
険
者
に
は
給
付
を
受
け
る
権
利

と
保
険
税
を
支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

保
険

税
は
国
保
の
重
要
な
財
源
で
す
。

必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う

。

EE量巨里盟諸回目燭豆沼:::1.，..

どうなるの?

国民健康保険税
-
保
険
税
の

決
め
方

介
護
保
険
の
導
入
に
伴
い
、
平

成
十
二
年
四
月
か
ら
四
十
歳

以
上

の
人
は

、

従
来
の
医
療
分
と
し
て

の
保
険
税
に

加
え
て
介
護
保
険
料

(介
護
分

)
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

納
め
る
保
険
税
は
年
齢
に
応
じ

て
下
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す

。

峨未満の人

今までと同じよう に 、医療分として国保の

保険税のみを納めます。 介護分の負担はありま

せん。

所得割額 : 所得に応じて計算

--資産割額 : 資産に応じて計算

均等割額 :加入者数に応じて計

算

平等割額 :一世帯いくらと計算

M
W歳
未
満

※介護分の

負担はありません

••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
歳の人 | 

(介護保険の第 2 号被保険者..  

医療分と介護分の合計額を国保の保険税とし

て国保に納めます。

--

所得割額 :所得に応じて計算

資産割額 : 資産に応じて計算

均等割額 : 各世帯の該当者数

に応じて計算

平等割額 : 第 2 号被保険者の

いる世帯、 一世帯

につきい く らと計

算

+ 

新たに40歳になる人の保険税

介護保険の被保険者とな

る40歳の誕生日の月 (月の

初日が誕生日の人はその前

月 ) から介護分を合わせた

保険税を納めます。

。
広報かわうち



-保険税についての注意・
次のことに注意して保険税を確実に納めるよ

うにしましょう 。

日 納付の義務は世帯主に
保険税を納めるのは、国保の加入者であるな

しにかかわらず、各世帯の世帯主です。 ただし、

保険税がかかるのは加入者分のみとなります。

自 年度ごとに計算して決定
年度の途中で住民税の

が変更になっ た り 、

入者の数が変わったりし

たと きなどは、再度計算

しなおすことになります。

目 加入の資格が発生した月分から納付
・年度の途中で加入・脱退した場合の保険税

Ell:::i4J11~.. 加入した月分から月割で計算

E理主~Hf~・ 脱退した前月の分までを月割で
計算

・他の市区町村か5転入した場合の保険税

転入して国保に加入した人については 、 保険

税を算定する基礎となる前年中の所得金額が不

明のため 、 前住地に問い合わせることにな り ま

す。 したがっ て、所得金額がわかっ た後に保険

税が追加さ れる こ とがあ ります。

目 加入の届け出を忘れずに f
加入の届け出が遅れ

た場合、遅れた分の保

険税もさかのぼっ て納

めることになります。

日 所得の申告を忘れ?に f
申告が遅れた場合は、申告された所得をもと

に、保険税が追加徴収されることがあります。

*納めた保険税は社会保険料控除の対象となり

ます。 確定申告などの際には 、 納めた保険税

の領収書ーが必要になりますので、きちんと保

管しておきまし ょう 。

広報かわうち

保険税を滞納すると. • 

特別な理由もなく保険税を滞納している人につい

ては、次のような措置がとられます。

。 保険証を返してもらい 、短期被保険者証が交付

され、それでも滞納を続けた場合には資格証明書

が受付される 。

@ 。の場合、医療費は全額自己負担することにな

る 。

@ 保険給付の全部または一部が差し止められる。

@ 財産が差し押さえられる 。

女このほか 、介護サービスを利用することになっ

たときの給付の割合が引き下げられるなど、介

護保険制度の滞納措置もとられます。

実災害などにより保険税の納付が困難になったと

きは、はやめに市区町村担当窓口に相談してく

ださい。 申請により減額や免除などができるこ

とがあります。

[~歳以上の人 | 
(介護保険の第 1 号被保険者..  

• •••• 
医療分と介護分 (=介護保険料) は別々に納 ・

めることになリます。

。 国保に納付 :-・・・圃圃
• • 

・年金額坪額 :
1 8 万円以上 .

の人は年金か .

一。 ら天引き ・
・それ以外の人 ・
は個別に市区 .

町村ヘ支払い :

所得に応じて計算

• 
年度の途中に65歳になる人の • • 保険税 • 
年度のはじめに65歳になる月の前月分 • • ( 月の初日が誕生日の人はその前々月分) • 
までの介護分の額を計算 し、こ れに医療分 • 
の額を合計した額を年間の国保の保険税と • • して 、 市区町村で定められた方法によ り 納 • 

、 めます。 • • 

ぬ



一

社
会
保
険
料
控
除
が

一

毎
年
二
月
目

一
五
日
は
所
得
山

一
で
す
。

国
民
』

一
年
金
基
金
の
山

鈴
一

スユ政問

工
ハ
日
か
ら
三
月

十

杭
の
確
定
申
告
時
期

ヰ
金
保
険
料
や
国
民

耐
金
は
、
所
得
税
の

す
る
と
き
に
、
「
社

2
保
険
仁
控
除

」
と
し
て
、
全
額

が
課
税
対
象
か
ら
差
し
引
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

控
除
の
対
象
者
と
な
る
の
は
、

平
成
十

一
年
一
月
か
ら
十

二
月
の

聞
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
や
掛
金

で
、
ご
自
身
の
保
険
料
や
掛
金
は

も
と
よ
り

、

生
計
を
同

一
に
す
る

配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
(
別
居

中
の
大
学
生
も
含
む
)
が
負
担
す

べ
き
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合

に
は
そ
の
保
険
料
も
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す

。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
年
末

調
整
時
の
「
保
険
料
等
控
除
申
告

書
」
に
記
入
す
る
こ
と
に
よ
り
手

続
き
は
終
わ
り
ま
す
が
、
年
末
調

整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
や
申

告
書
に
記
入
漏
れ
が
あ
っ
た
方

は
、
住
所
地
の
税
務
署
に
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

過
去
に
納
め
忘
れ
て
い

ぺ
い
し
一
一

-
-
=
-
z
i
-
-

・
=
:
=
-
=
・
=
:
=
E
z

-

-
=
:
=
-
i
z
i

--
-
=

い
じvi
-
-
w

た
保
険
料
を
納
め
た
り
、
免
除
i
E

h
s
ミ
ヨ
区
2
1
v

〉

ご
史
平
、

J

ト

ヨ

骨
一
面

一 一一一一
一回印
刷
一=
一‘
Z

竺
言
語
、


受
け
て
い
た
期
間
の
保
険
料
を
納

品

s
t

ラ
車
訓
恥

t

、
t

「
\
弐
・
予
J
-

4

I
l

s
 

め
た
場
合
な
ど
も
控
除
の
対
象
に

一
週
担
書
置
す
こ
っ

λ
て

一
重
て
の
L

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告

4

F
出

E
-
E
a
2

，

1
S
1
S
3

f
」E

〈

し
ま
し
ょ
う

0

4
E
・

口
対
象
校
区

叶

ぺ

川
内
町
で
は

、
川
上
小
学
校
校

川
上
小
学
校
校
区
新

一
年
i

い

【
問
い
合
わ
せ
先
}

川
区
に
お
い
て
、

両
親
が
共
働
き
を

三
年
生
ま
で

ト

・
川
内
町
役
場
福
祉
課
年
金
係

い
し
て
い
る
等
で
児
童
の
保
育
が
で

口
開
校
時
間

ト

(箇
9
6
6

・

2
2
2
3
)
ト
き
な
い
家
庭
の
一
年
j
三
年
生
を

放
課
後
1

午
後
五
時
三
十
分

川

・
川
内
町
役
場
税
務
課

ト
対
象
に
学
童
保
育
を

実
施
し
て
い

(
春、
夏
、
冬
休
み
も
対
応

)

川

(菌
9
6
6

・

2
2
2
4
)

川
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
の
学
童
保
口

募
集
人
数

ゆ
育
を
希

望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
お
お
む
ね

三
十
名

川

仙
は
、
三
月
十
日

樹
ま
で
に
申
請
書
口

費
用

州

仙
類
を
川
内
町
役
場
福
祉
課
ま
で
提
実
費
(
毎
年

、

保
護
者
会
で
決

州

州
出
し
て
く
だ
さ
い

。

定
し
ま
す
)

4

4
(申
請

書
類
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
口

提
出
期
限

引
す
。

)

平
成
十
二
年
三
月
十
日
働
厳
守
叶

ま
た

、

「
要
介
護
認
定
」
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
?

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

介
護
保
険
制
度
の
サ
ー

ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
「
要
介
護
認

定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は

、

昨
年
十
月
よ
り
地

区
割
り
に
て
申
請
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
手
続
き
の
で

き
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
要
介
護
認
定
」

広報かわうち

ぬ

の
いt
h

果
通
知
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
計

画
作
成
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の

で
、
事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま

し
て
は
、
役
場
福
祉
課
介
護
保
険

係

(菌
9
6
6

・
2
2
2
3

)
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

町内居宅介護支援事業者一覧

事業者名 電 言言

在宅介護支援センター
箇96 6- 62 50

ガリラヤ荘

川内町社会福祉協議会 自966-6660

指定居宅介護支援事業所
箇966-5011

じゅうぜん

指定居宅介護支援事業所
自966 - 64 22

え ぐ も
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父

認
な豆
l' ノ、

加済
入に
し
ょ
っ

同政ニュース

焼却炉を設置
してい否方は

届け出が必要です

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
不

幸
に
し
て
交
通
災
害
を
受
け
た

時
、

少
し
の
掛
金
で
見
舞
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
特
に
お
年
寄
り

・

子
ど
も
を

含
め
、
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

。

口
加
入
資
格

川
内
町
に
住
民

票
(
平
成
ロ
年

ダイオキシン類による環境汚染の防止及び

その除去等により、国民の健康保護を図るた

めに平成11年 7 月 1 6 日ダイ オキシン類対策特

別措置法が公布され、平成12年 1 月 15 日から

施行されました。

これまで、小型廃棄物焼却炉については、

ダイオキシン類の規制はありませんでした

が、使用や設置の届出 、 ダイオキシン類の自

主測定などが必要になりました。

;5l ti~1'~~1FI 三 ~hj~ [j~ ・

4

月
l

日
現
在
)
の
あ
る
方
。

た

だ
し
、
学

生
等
で
町
外
に
出
て
い

る
方
も

、

扶
養
義
務
者
が
加
入
す

る
場
合
は
加
入
で
き
ま
す

。

口
共
済
掛
金
(
一
人
年
額
)

一

般

6
0
0

円

中
学
生
以
下

2
5
0

円

(
昭
和
印
年
4

月

2

日
以
後
に

生
ま
れ
た
人
)

口
共
済
期
間

平
成
立
年
4

月

1

日
か
ら

平
成
日
年
3

月

白
日
ま
で

口
加
入
申
込

各
区
長
さ
ん
ま
た
は
、
役
場
総

務
課
(
箇
9
6

6

・

2
2
2
2
)

で
受
け
付
け
し
ま
す
。

対象と な る廃棄物

焼却炉は、火床面積が

0.5ní以上

又は焼却能力か、

1 時間当たり

50旬以上

の廃棄物焼却炉

です。

等級 メ乙 重E司宝 の 程 度 金 額

死 亡 100万円

2 医師の治療実日数360 日以上の傷害 20万円

3 
医師の治療実日数180 日以上

17万5干円
360 日未満の傷害

4 医師の治療実日数96 日以上
15万円180 日未満の傷害

5 
医師の治療実日数80 日以上

12万5千円
96 日未満の傷害

6 医師の治療実日数64日以上
10万円

80 日未満の傷害

7 医師の治療実日数48 日以上
7万5千円

64日未満の傷害

8 医師の治療実日数32 日以上
5万円

48 日未満の傷害

9 
医師の治棟実日数16 日以上

3万円
32 日未満の傷害

10 
医師の治療実日数7日以上

1 万円
16 日未満の傷害

圃主主~l\j~~Jiit世主t主丹市沖~~tiT主ミ訪三司

平成12年 l 月 15 日現在 、 廃棄物焼却炉を設

置している場合は、特定施設使用届出書を、

新しく設置する場合は 、 特定施設設置届出書

を県知事へ提出する必要があります。

さらにダイオキシン類の自主測定を年 l 回

以上行い、その結果を県知事へ報告しなけれ

ばならなくなりました。

ぬ

了 野焼きの禁止等 ] 

広報かわうち

基準に適合しない施設や焼却施設を用いな

いで産業廃棄物を焼却すること(野焼き)は、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律により 禁

止されています。

詳しくは、松山中央保健所

お問い合せください。

菌089 -941 -1111 

環境保全課へ
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バレーボール部が優勝1
l 月 9 日 、 1 6 日の 2 日間 、 松山 ï'lïで、行われた第 8 回愛

媛県小学生バ レ ー ボー ル連盟会長杯小学生バ レーポール

大会で'J I I 上スポー ツ少年団バレーボール部 (女子)が優

勝しました。

参加54チームの頂点に立った川上スポーツ少年団ハレ

ー ボール部は、 6 月のライオンカ y フ

会の第 l シ一ドになるとともに 、 3 月 25 ・ 26 日 、 京都で

開催される西日本大会の出場を決めました。

••••••••••••••••••••••••••••••• 

噂アミーゴスと対戦する川上サ ッ カ ー ス ポー ツ少年団

第8固台ILジオ越後杯
争奪川肉サヴ拘一大会

l 月 22 ・ 23 日、第 8 巨| セルジオ越後杯争 奪川 内サ ッ カ

一大会が行われました。

セルジオ越後氏率いるアミ ー コスをお招きして開催さ

れた大会では 、 近隣市町村から、 小学生 ・ 中学生合わせ

て24チームが参加し、フットサル(室内サ y カー)競技

で対戦しました。 試合の結果 、 仁位入賞は以下のとおり

です。 ( J II 内 IIIT関係分のみ )

会 [小学生の部]

第 3 位 川上サッカースポーツ少年団A

[中学生の部]

第 3 位 川内中学校A

声Za 
納
式

式が川内 I IIT、重信町の関係者を集め、行われ

ました。

社団法人日本損害保険協会から寄贈された消防自動

車は、 A-1級のポンプ性能を誇り、これからの非常時、

緊急時の出動に備えます。

寄贈目録の贈呈 を受け る大西勉副組合長

1 月 26 日、東温消防署で消防自動車の受納

文
化
財

保
免
三
島
神
社

1

/
お

(
上

医
王
寺

1

/
泊

下

文化財防火デーの 1 月 26 日に保免三島神社で、 1 月

29 日には医王寺で 、 東温消防署、 消防団員、地元の有

志の方々が参加 して防火訓練が行われました。

両社寺とも国の重要文化財を有しており 、 参加者は

放水訓練、消火訓練に真撃に取り組んでいました。

広報かわうち

ぬ
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昌弘
号ー

2 月 4 日 、川内中学校で、少年式が行われ、

2 年生126~，の人生の節目を祝いました。

(式典の壇上には と闘志とと刻ま川
記念碑が飾られ、 2 年生の決意を披露。 /

n寸TTT下

西谷小学智司年

日未のある和尚さんが登場しだ

“じゅげ‘むじゅげ‘む"

2 月 13 EI 、駅伝競走大会が川上小学校グラ

ンドを起点に行われました。

日 l雲、 練習なとごで、培った持久力を出しきり 、

ゴールと同時にその場にへたりこむ選手も …。

大会結果は以下のとおりです。

第
8

固

駅
伝
競
走
大
会

[駅伝大会結果1

0 小学生男子の部

①川上サ ッカ - A

②川上ソフト B

①川上ソフ ト A

④川上サッカ -B

⑤川上剣道

⑤東谷ソ フトボール

o 小学生女子の部

①川上バ レー A

②川 l二バ レー B

①川上ミニパス

④) 11上バ ド ミン トン

⑤東谷バ レー

....圧倒的強さを見せた
川上サ y カ -A (上 ) と
川上バレー A (下 )

0 一般の部

①東祖消防署A

②東iillt消防署 B

広報かわうち

ぬ

ま
館
に
の
会
が
が

・

1

育
ん
同
芸
で
手

4

1
j
t

は

…神
野
弘
壊
さ
ん
(
宝
泉
)
が

"

H
吋

4
4
1
"

住

l
】
レ
・

7

ご
明
日
午

…
田
園
地
区
体
育
指
導
零
員
協
議
会…

獄
紋
日
立
む
州

…
会
長
表
彰
壱
蓑
賞
，
.

習
留
演
技
出
児
者

・

一
寸
件
州
岬A
で、
一m
n

i
l
-

一月
二
十
九
日、
鳴
門
市
で…

校
念

輩

。
谷
た
ま
の

叶

「
l
l

」

学
官

児
た
凶
し
台
木

“
，

h

ノ
ー・
一
開
催
さ
れ
た
四
国
地
区
体
育
指

“

日
が
し

、
ま
抑
制

0
.

l

-

』

J

、
一

山
訪
日
f

…
5
1
恥
し
はH
u
u
u
L…

日
校
の

つ

6

開
方
が
い

'

-

A
つ
p
d
幽
司
a
n岨
a

動
が
認
め
ら
れ

、

神
野
弘
史
さ

。

開
い
送
月
が
裏
姿
て

・

F

f
M

t
w
刊
1
1
ir
l

月

。
ぱ
を

2

会
、
る
れ

川

J
eu
-
可
イ

ん
(
宝
泉
)
が
四
園
地
区
体
育

晴

以
内
肝
翌
一
日
吋
ぱ
酌
い

/
v

ah
一
指
導
委
員
協
議
会
会
長

表
彰
を

…

.
1
1
1
h
a

L

受
立
さ
れ
ま
し
た
。
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川
内
中
央
読
書
会
が

全
国
表
彰
を
受
賞

去
る

十
一
月

三
十
日
、
松
山

市
の
に

ぎ
た

つ
会
館
で
開
催
さ

れ
た
第
三

十
六

回
県
読
書
活
動

研
究
大
会
に
お
い
て

、

川
内
中

央
読
書
会
(
上
田
マ
サ
ミ
会
長
)

平成 11 年 度

第36回愛媛県読書活動研究大会

が
優
良
読
書
グ
ル

ー

プ
と
し
て
、
社

団
法
人
読
書
推
進

運
動
協
議
会
よ
り

全
国
表
彰
を
受
け

宇
品
l
v
れ
~。

全国表彰を受賞 した川内中央読書会

園
川
内
中
央
読
書
会
が

聞
記
念
文
集

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ

く

方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ

い
。

宮
9
6
6

・

2
2
2
2

出会;!と土七年
犯
処

五

3

3
4
・

az
m
 

年


m

峨

7

文
2
0
 

会
〈hz

 

処
釦
嶋

中
幼
刊
槻

“
州
u
z

多
年
に
わ
た
る
読
書
会
の
活
動
が
認

め
ら
れ
て
の
今

回

の
全
国
表
彰
。

折
り

し
も

、

川
内

中
央
読
書
会
十

七
周
年
記

念
文
集
が
で
き
あ
が
り

、

読
書
活
動

研

究
大
会
参
加
の
読
書
グ
ル
ー

プ
に
一
部

ず
つ
贈
呈
さ
れ

ま
し

た
。

川
内
中
央
読
書
会
の
会
員
の
思
い
が

こ
も

っ

た
文
集
は
、
中
央
公
民
館
で
読

む
こ

と
が
で
き
ま

す
。

-・・ 婦人会から ・・
l 月 29 日 (却の温泉郡婦人教育研究

大会では 、 川 内 から 1 02名が出席 。

重信 IIIJ 民会館で楽しく研修し ま し

た。

温泉は l つ。 つながる よ ろ こ びと

ともに、得がたいものを学びま した。

この研修を もとに川内に大きな花を

咲かせましょう 。

大勢の ご参加ありがとうございま

した。

(代
)

表
川
吟
社
二
月
例
会
報

池
川

下
校
す
る
子
供
の
声
や
春
の
雪

寒
肥
を
然

、

へ
て
雨

音
聞
く
夜
か
な

娘
の
厄
を

払
ふ

石
段
梅
ふ
ふ
む

晩
学
も
な
ほ

夢
一あ
り

て
久、、
ぬ
く
し

暮
れ

が
で

の
風
の
尖
り
や
粁
氷
柱

誇
を
作
る
少
女
は
雪
を
掌
に

「
お
年

玉
」
九
官
鳥
の
繰
り
返

す

鐙
撞
く

や
松
過
ぐ
寺
の
ひ

っ

そ
り

と

初
祈
祷
漂
と

し
て

ゐ
る
村
の
衆

ニ
千
年
に
忠

ふ
こ
と
な
さ
初
明
か
り

二
O
O

O
年
事
務
析
に
待
機
去
年
今
年

初
羅
や
市
長
音
頭
の
大
手
絡
め

掌
に
置
き

た
る

一
つ
案
、卯

0失敗・出しそびれはがき集め

どうも あ りが と うござい ま した 。

お金にかえて川内町社会福祉協議会

ま ごこ ろ銀行へお届けしました。

広報かわうち

鯛
谷

選

i良
吾F

典 栄
子 樹

大
下

戎樋 i度
能 ロ 部

て
る
み

史
子

多
喜

田
中

笹
子

宇
和
川

住
起

菅
野
美
代

宮
崎
越

路

和
田

準

渡
部

ぬ

五
月

E子

中

明加
谷寿

;也

J!I 

03月のボカシづくり

日時 3 月 26 日 (日)

午後 7 時30分 よ り

場所 中央公民館大ホール

暖かくなり、ボカシづくりは最適

で効果的です。 皆様お誘い合せてご

参加 くだ さ い。 そうして生ゴミを堆

肥にして ゴミの減量をいたしまし ょ

う 。男性もいらっしゃ っ てくださし、。
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文
化
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

一
月
十
六
日
、

文
化
活
動
推
進
フ
オ

犬伏武彦先生の

基調講演

ー
ラ
ム
が
中
予
地
区
の
文
化
活
動

実
践

者
を
集
め

、

中
央
公
民
館
大
ホ
1

ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
松

山

工
業
高
校

教
諭
犬
伏
武
彦
先
生
の

「建
物
が
語
る

伊
予
の
人
、
暮
ら
し
:
・

そ
し
て
歴
史
」

と
題
し
た
基
調
講
演

、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、

文
化
活
動
実
践
者
が
参

加
し

て

「街
道
を
い
か
し

た
地
域
づ
く
り
」
を

テ
l

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま

し

た
。

川
内
保
育
園

H

節
分
行
事
H

2/4 

川 内保育園では、ほうろくで大豆を妙る 、

タ ワ ラ木 (たらの木) に柊の葉、 鰯をつける

など、 本格的な“節分行事" が行われました。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

地元有志の方々が持ち寄っ たひな人形や創作

した人形が、 ふるさと交流館の玄関フロア ー に

飾 ら れてい ます。

ふ
る
さ
と
交
流
館

H

ひ
移
祭
り
H

川
柳
も
づ
く
吟
社
二
月
例
会
報

/'Ïネルディスカ ッ ション

良
書
ば
か
り
ず
ら
り
並
べ
た

応
接
間

良

縁
に
水
を
差
さ
れ
て
廻

h
F

道

祝
日

へ
兼
業
農
家
鎌
を
砥
ぐ

良
心

、

か
少
う

し

有
っ

て
邪
魔
を
す
る

髪
の
艶
良
い
と

・一一
る
わ
れ
た
染
上
り

フ
ル
ム

|

ン

両
親
が
発
つ
大

・安
日

良
俗
を
阻
む

顔
黒
茶
髪
の
子

見
映
え
悪
く
味
は
安
心
無
農
薬

お
目

度
へ
良
い
日

を
選
ぶ
岩
田
帯

良
い
天
気
祖
母
の
お
出

掛
け
墓
参
り

縁
談
へ
良
い
事
ば
か
り
増
す
不

、安

大
安
を
選
び

二
人
が
す
る
門
出

四
月
例
会
御
案
内

喜
撰
亭

選

平
岡

深
舟

山
本
ひ
ろ
志

友
貌

l'f 
中

篠
森
美
登
里

佐
々
木
胡
舟

松
珂

義
国

山

本

紫
3チ

岡
本

武
士

渡
部
佐
久
良

都
築
登
青
子

高
岡

菅
温

- 一高
瀬
喜
撰
亭

ぬ

題所時

四
月

一
日

回

中
央
公
民
館

う
る
さ
い

・

植
え
る

・

野
(
読み
込
み
可
)

午
後
七
時

来月号は 、 4月生まれの満 1

歳児を募集します 。 3月 5 日 ま
でに役場総務課広報係まで写真
と コメ ン 卜をお寄せく ださい。

広報かわうち



インフォメーション

4

月
日
日

同
か
ら

6

月
幻
日
ω
ま
で

の
聞
の
幻
日

5

月
8

日

間
か
ら

6

月
お
日
幽
ま
で

の
聞
の
幻
日

※
土
、
日
曜
及
び
祝
祭
日
を
除
く

9

時
却
分
か
ら

日
時
却
分
ま
で

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職

業
セ
ン
タ
ー

口
定
員

A
、

B

コ
ー

ス
各
却
名

口
受
講

料

無
料

(教
材
費
自
己
負
担

)

図書寄贈のお礼
中央公民館図書室に 、 今年度も次の

方々よリ図書を寄贈していただきまし

た。 厚くお礼申し上げます。

-
A

コ
ー

ス

口
主
催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
受
付
期
間

-
B

コ
ー

ス

-
A

コ
ー

ス

3

月
辺
日
附
か
ら

3

月

M
日

悩
ま
で

4

月
四
日

附
か
ら

4

月

幻
日

幽
ま
で

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
う
え
、
松

山
市

山
越
町
4
5
0

番
地
愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー

(菌
9
2
3

・

2

2
0
2

)
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

、

。
iv
 

満田武督様 (上之町)

高橋昌人様 (中之町)

片 山 輝 一 様 (横灘団地)

和田義雄様 (曲里)

大野和徳様 (則之内)

高瀬秀近様 (下 沖)

相原ハツ子様 (横灘団地)

野口徳恵様 (旦之上)

高須賀敦嘗様 (道・向)

渡部智子様 (天神)

白戸紋平様 (川内 IHJ出身)

十亀有信様 ( // ) 

野本 登様 (松山市)

松本道正様 ( ゥ )

竹市洋 三 様 ( ク )

近藤良郷様 (重信町ー)

松山市教育委員会・建設省松山工事

事務所 ・ 愛媛県 ・ 保内町

図書室は、土 ・ 日曜日も利用できま

す。(午前 9 時から午後 4 時30分まで)

圃姫
て
ま
り
の
作
り
方

圃技
術
指
導
講
習
会

口
対

。象

内
職
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

姫
て
ま
り

の
作
り
方

口
日
時

4

月
げ
日
聞
か
ら
5

月
2

日

ω

ま
で
の
問
の
叩
日

(土
、

日
曜

及
び
祝
日
を
除
く
9

時
却
分
か

ら

店
時
却
分
ま
で

)

口
会
場

松
山

市
山

越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員

日
名

口
受

講

料

無
料

(教
材
費

一
部
自
己
負
担

)

口
主
催

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

口
申
込
期
間

3

月

刊
日

聞
か
ら

3

月
但
日
幽
ま
で

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
う
え
、
松

山
市

山
越
町
4
5
0

番
地
愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー

(箇
9
2
3

・
2

2
0

1

)
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

!v
 

園
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講

園羽
自A
E

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

ワ
ー
プ
ロ

(日
商
検
定
3

級
)

口
日
時

・

B

コ
ー

ス

広報かわうち

一人
権
相
談
所

主
寸

円
M
H
H

3

月

1

日

同

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別

、

家
庭
内
の
問
題

、

近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

、

体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

口
日

午
前
山
1

ロ
時

ぬ

園
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

園教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

2

階教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め
・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た



インフォメーション

は
保
護
者

・

関
係
者
か
ら

の
相

・

4
，Eリ
ノ

--コ
ロ

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(無
料

・
秘
密

厳
守
)

口
電
話
相
談

箇
9
6
6

・

6

1

5
0

-川
内
町
・
重
信
町

-消
防
出
初
式

主
寸

3
月

5

日
旧

口
場
所

川
内
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

(同

天
の
場
合
は

、

午
前
日
時
か
ら

川
内
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

)

口
日

午
前
9

時
か
ら

口
参
加
団
体

川
内
町

・

重
信
町
消
防
団
、
東

温
消
防
署
、
東
温
防
火
管
理
者

連
絡
協
議
会
、
川
内
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

、

重

信
町
田
窪
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

、

西
日
〈
口
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

川
上
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

圃
平
成
昭
年
度
米
穀
販

圃
売
業
更
新
及
び
新
規

圃
登
録
申
請
手
続
き

平
成
9

年
度
に
登
録
を
受
け
ら

れ
た
方

は
、
有
効
期
間
の

3

年
が

満
了
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
計

画
流
通
米
の
販
売
を
行
う
場
合
に

は
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

ま
た
、
愛
媛
県
内
で
新
た
に
計

画
流
通
米
の
販
売
(
卸
売
業
・
小

売
業
)
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に

は
、
愛
媛
県
知
事
の
登
録
を
受
け

る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は

平
成
ロ
年
3

月
日
日
か
ら
同
年
4

月
却
日
ま
で

に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の

登
録
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
次
の
窓
口
で

受
付
し
て
い

ま
す
。

口
窓
口

・
県
内
小
売
業
の
場
合

一
T7
9
0

・
8
5
0
2

松
山
市

北
持
田
町
1
3
2

松
山
地
方
局

産
業
経
済
部
農
政
課
(

箇
9
4

1

・
1
1
1
1

内
線
2

1

5

)

・
却
売
業
・
県
外
小
売
業
の
場
合

一T
7
9
0

・
8
5
7
0

松
山
市

一
番
町
4

丁
目
4

番
地
2

愛
媛

県
農
林
水
産
部
農
産
国
芸
課
食

糧
係

(箇
9
4

1

・
2

1
1
1

内
線
3
3
4
4

)

で阪
被神
メこ

さ淡
れ路
た大
方震
ヘ災

被
災
者
自
立
支
援
金
の
申
請
期

限
は

、

平
成
立
年
4

月
お
日
幽
ま

で
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
兵
庫
県
生

活
復
興
推
進
課
(
箇
0
7
8

・
3

6
2

・

4
0
2
2
)
ま
で
。

園給
水
装
置
工
事
事
業
者

圃の
追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
日
年
ロ
月
か
ら
平
成
ロ
年

1

月
の
聞
に
給
水

装
置
工
事
事
業

者
と
し
て
追
加
指
定
し
た

業
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

口
兵
頭
水
道
側

松
山
市
福
音
寺
5
6
4

番
地
7

(箇
9
4
7

・
0

5
7

1

)

口
側
津
守

松
山
市
立
花
三
丁
目
6

番
9
号

(箇
9
3

1

・
5
3
6
0

)

口
側
程
野
水
道
工
業
所

松
山
市
土
居
田
町

5
0
4

番
地

3
(
箇
9
7
3

・
0
3
0
3

)

担

-3
月
1

日
5
7

自

国春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

ぬ

。3月ごみの収集目 ・
清掃センター 電話 966-4989

lもえるとみ

収集曜日 収 集地域 収集変更日又は収集休止日

東谷・西谷
3月 20 日 (月)は

月 ・ 木 土谷・滑川・奥松瀬川
毎 天神 (山田団地を除く )

3月 21 日 (刈に収集

火・金
北方東 ・ 北方西

週 南方東・南方西
変更なし

水・ 土
町西 ・町東 (天神を除く )

山田団地・4黄灘団地・前松瀬川

2 .もえないごみ・粗大ごみ

収 集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 組大ごみ

東谷 ・西谷

土谷・滑川・奥松瀬川 3月 13日(月) 3月 27日(月) 3月 13日(月)

天神 (山田団地を除く )

北方東 ・北方西
3月 14日ω 3月28日ω 3月 14日ω

南方東 ・ 南方西

町西・町東 (天神を除く )

山田団地・4黄灘団地 3月8日(水) 3月 22日(水) 3月 1 5日休j

前松瀬川

広報かわうち



健康センターかう

-健康センター fi966 ・2191

E1耳切訴時週

。もぐもぐ教室(離乳食講習)

日時 3 月 9 日 (木j

午前 9 時30分~

場所 健康センタ ー

対象児 平成11年 8 月 ~ 10月生ま

れの乳児とその母親

内容 栄養士の話「離乳食の進

め方」

調理実習及び試食、身体

計測、育児相談

持参品 母子健康手帳、エプロン

コ子育て教室

日時 3 月 7 日 以d

午前 9 時 ~12時

場所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成 9 年10月 ~ 12月生ま

れの幼児とその保護者

内容 講話「元気な歯を作ろ

う」、プラ y シング指導

講師歯科衛生士

手作りおやつ試食会

身体計頂上 保健指導、栄

養指導

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

歯ブラシ、コップ、タオ

Jレ

EE司i泣丙Eヨ・

03歳児健康診査

日 時 3 月 16 日 (木)

受付午後 l 時~2 時

場所 健康センター 2 階

対象児 平成 8 年 7 月 ~9 月生ま

れの幼児

内容 身体計測、問診、小児科

診察、歯科診察、保健指

導 (歯科・栄養)

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日

午前 9 時 ~ 12時

場所 健康センター l 階

内容 身体計測、育児相談

持参品 母子健康手帳

-IfH訪日時g・

0健康相談 ・ 栄養相談

血圧倒l定、尿検査を行っていま

す。 健康に関することはお気軽に

日 時 対象児と注意事項

一 3 カ月 ~7 歳 6 カ月の者。
種 3 月 l 日凶

j毘 午後 2 時 ~ 3 fI寺
* 百日ぜきにかかったことがある方は二種混合 ( ジフテ

d口0.. リア ・ 破傷風) を受付で時 l し出て受けてください。

。場 所 健康センター 21渚

。持参品 母子健康手帳、予防接種手帳、体温計

ぬ

耳の日 (3月3日 )

ご相談ください。

日時 毎週水曜日午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ一 l 階運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆

等の相談をお受けしています。

日時 3 月 14 日 以d

受付午前 9 時~ 12時

場所 健康センター及び家庭訪問

(注) 予約制ですので、事前に保健婦まで

ご連絡ください。

-.. u ,:u_ 
理学療法士による機能回復の訓練を行って

います。

日時 毎週水曜日 午後 l 時~3 時

場所 ガリラヤ荘

なお、リハビリ事業は今年度 (3 月)で終

了します。

E~mi，週I!Ji綱同11'~

日時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ 10時

場所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札、

予防接種i斉票

E田lID主?主主g(診療時間午前8即日分~午後5時30分)

日 当番医 住所 電話

5B ( 日 )
国立療養所 重信町

964-2411 
愛媛病院 横河原

1 2日 ( 日 ) 増田 整形外科
松山市

970・2020
南梅本町

1 9日 ( 日 ) 岸本医院 川内 IIIJ 北方 966-5670 

20日 (祝) 藤 石病院
Æ:信 II IJ

964-1234 
志津川

26日 ( 日 ) い す みだ眼科 重信118 田窪 955-0080 

広報かわうち
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表紙の写真
2 月 15 日、 ) 11上小学校で校内マラソン大会が

行われ、児童の寒さを吹き飛ばす力走に、保護
者か ら盛んな声援が送られていました。
なかでも、 6 年生の女子の先頭争 いは、終始

デ ッ ドヒートで、見ている人を熱くしました。

川
上
神
社
の
初
午
講

町の動き ( 2 月 1 日現在)
人 口 1 1 , 1 84 人 (+ 10人 )

男 5 ， 286 人 (+ 7人 )

女 5 ， 898 人 (+ 3人 )

世帯数 3 ， 827戸 (+ 5p) 

戸籍の窓
( 1 月受付分・敬称略)

初
午
講
十
周
年
記
念
で
撮
影
さ
れ

昭
和
十
年

、

た
写
真
で
す
。

写
真
に
は
西
門
さ
ん

(最
前
列
中
央

)、
相
撲

取
り
の
春
日
山

(
三段
目
左
端
)
の
ほ
か
、
村
内

(川
上
村
)
の
有
志
の
方
々
が
写
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
初
午
祭
に
は
、
高
知
県
梼
原

町
や
面
河
、

三
津
浜
、
北
条
な
ど
か
ら

遠
路
は
る
ば
る
初
午
講

に
よ
る
参
拝
が
あ
り
、
た
い
そ
う
な
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

(
写
真提
供

渡
部
家

寄
贈
民
俗
資
料
よ
り

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

女お誕生おめでとうζざいます

住所 保護者 名前 生年月 日

被i難団地 I 越智 {申
みずか

12.21 瑞 ~E

us 里 高橋 宏一
さ {ま

12.24 l咲 穂

高 木 多国 育昌
，~ み

12.28 彩未

氷 め- 金城 茂樹 筆か れ蓮ん 1. 6 

茶 堂 浦中純一郎 枝里子 1. 8 

森 吾野 線之 古口ゆム口り 禾か同 1.14 

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

{呆 免 近牒 義則 62 1. 8 近勝義則

酋 組 大石梅子 67 1.17 大石 昭和i

市 場 竹内ミヤ子 81 1.23 竹内ミヤ子

問 屋 浅野政数 66 1.25 浅町 政数

ー ケ谷 曽我部マス子 68 1.27 曽我部恭介

川
内
保
育

園
で
節
分
行

事
を
取
材
し

た
。ほ

う
ろ
く

で
大
豆
を
妙

り

、
タ
ワ
ラ
木

(た
ら

の
木
)
に

ひ
い
ら

ぎ
の
葉
を
さ
し
、
い
わ
し

を

添
え
る
本
格
的
な
も
の
で
し
た
。

我
が
家
の
節
分
は
、
疾
う
の
昔

か
ら
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
節
分
セ
ッ

ト
を
買
い
、
家
の
中
、
家
の
周

り

に
豆
を
ま
く
程
度
に
な
っ
て
い
る

が
、

そ
れ
も
今
で
は
、
ま
し
な
方

か
も
し
れ
な
い

。

「
鬼
は
外
」
「
福
は
内
」
の声

が
昔
は
よ
く
聞
こ
え
て
い
た
が
、

今
は
、
大

声
を
出
す
の
が
は
ば
か

ら

れ
る
ほ
ど
静
か
な
夜
に
な

っ

た
。

ぬ
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堂庵の周りには、往年の面影を残している手水鉢(享保
年間)や常夜燈 (寛政年間)があります。

注意写真に写っている常夜燈は写真の説明書きにある寛政年間の
常夜燈ではありません。

企

堂庵のすぐ前には、胸高幹周が5mを超える
ケヤキの巨木があります。 • . . 

• • . • 
• • 4 

・.

.・ 1. 
• 

• . . 
• • 

• . 
• • 4 
・.

.・ 4

. 

相之谷
"相之谷という同じ名前の集落が町境をはさんで向

い合うようにある。

"t目之谷" という地名には、 姐二つの川の出合った所"と

いう意昧があるそうです。

・交通
田桑の水力発電所を過ぎて丹原町から入る道と、奥

松瀬川に入り、;宗谷の集落を抜け、精ケ峠を越えていく

道とがあります。国道 1 1 号線から奥松瀬川に入って

約 7 km。

一
一月
十
七
日
、
丹
原
町
湯
谷
口
の
安
楽
寺
住
職
の
読
経

で
始
ま
っ
た
“
虚
空
蔵
ま
つ
り
"

。

川
内
町

の
相
之
谷
と
丹
原

町
の
相
之
谷
の
人
が

、

ホ目
之

市 谷
一 ー
組ι」の

ク'0 ，
二仁 、

蔵:
ま

そ
の

つ

り

集
落
境
(
町
境
)
に
あ
る
堂
庵
で
毎
年
行
っ
て
い
る
春
ま

つ
り
で
、
以
前
は
も
ち
ま

き
な
ど
も
あ
り
、
千
原

(丹
原

町
)
や
土
谷

、

河
之
内
、

松
瀬
川
な
ど
か
ら
大
勢
の
人
が

訪
れ

、

に
ぎ
わ
っ
た
と
い
い
ま
す

。

今
は

、

両
集
落
か
ら
十
人
ほ
ど
が
集
ま
り

、

り

、

維
持
し
て
い
る
春
ま
つ
り
で
す

。
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